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国内初のスタンドアローン型電子気化器を開発 

 アコマ医科工業株式会社は、麻酔器や人工呼吸器を中心とした医療機器を製造販売する。国内で初め

てアネロイド型血圧計を製造したり、麻酔器と呼吸器を合体させた「アネスピレータ」を独自開発した

りと、先進的な医療機器メーカーの老舗として知られる。1921 年の創業から 100 年を迎えようとしてい

る。 

 今回、アコマ医科工業が開発するのは「麻酔器搭載型電子気化器」で、第 3 回医療機器産業参入促進

助成事業に採択されている。同社取締役副社長の須賀陽介さんは海外展開プログラムにも参加するなど、

海外で売れる日本製の医療機器開発を見据えた構想を描く。同社の開発状況に加え、日本の医療機器メ

ーカーから見た医工連携の課題について話を聞いた。 

 

 

コストと迅速な技術サポートで国産電子気化器の 

普及を目指す 

 

 気化器は液体の麻酔薬をガス化するための装

置で、吸入麻酔器の心臓部にあたる。現在、国

内で使われる麻酔薬には、従来の自然気化方式

では使用できず、電子制御を必要とする薬液が

ある。現状では、専用の電子気化器は外国から

の輸入製品のみであり、日本国内では生産され

ていない。同社はここに着目し、麻酔器搭載型

電子気化器の開発を始めた。同等のスペックで

価格を抑えることにより、同薬液を使いたい医

療機関に導入しやすくする。また、国産である

ことから修理を含め安定した技術サポートを迅

速に提供できるメリットを打ち出す。 

 

 
アコマ医科工業の既存の麻酔器の一例 

 現在、国内で使用される麻酔薬は主に３種類

あり、そのうちデスフルランという薬液は、沸

点が 23 度であるため、従来の自然気化方式だと

制御が難しい。そのため、電気的にコントロー

ルする必要がある。デスフルランは他の薬液よ

り高額だが、全身麻酔をした患者の覚醒が速く、

1 日の手術室の回転数を増やすことができる。

病院経営にもメリットがあることから、デスフ

ルランを導入する意向が高い医療機関は少なく

ない。また 2011 年に認可を受けた新しい薬液で

あることから国内においての潜在的なニーズも

ある。 

 

 アコマ医科工業は、病院の手術室の広さや、

麻酔科医は女性が多いなど、国内事情に見合っ

た仕様で製品開発ができることを強みとする。

女性麻酔科医が扱いやすいようコンパクトなデ

ザインには定評がある。電子気化器の価格を抑

えることで、中堅の総合病院への導入も見込む。 

 

 こうした様々な背景から、すでに医療機関が

使っている既存の麻酔器にも搭載できるスタン

ドアローン型のデスフルラン専用電子気化器を

開発することとなった。 

 

これからの医工連携は“ひねり”が必要 

 

 開発するにあたって、須賀さんが苦労したの

は、共同開発をするものづくり企業探しだった。

ものづくり企業が自前の技術を医療機器開発に

応用する時に「少量生産にこの価格で対応でき

るか」という課題に直面することはよくある。

発注企業に対し単純に部品を供給する受注企業

という構図ではなく、要望にどう対応できるか

が求められるからだ。 

 



 

 

「医療機器は数が出ない」「リスクを伴う」。

これを踏まえた上で商談に臨まないと、多くの

場合、話は前に進まない。須賀さんも「この価

格でこの数量でこの品質で実現可能でしょう

か？」と要件を提示するにも関わらず、受け取

る見積り金額は実売価格とはかけ離れているこ

とが多く、話がそこで立ち消える経験を何度も

してきた。単純な“医工連携”といキーワード

だけでは成り立たないことが多く、実現が見込

める企業とのマッチングを常に念頭に置いてい

る。 

 

 
アコマ医科工業株式会社 取締役副社長の須賀陽介さん 

 

 今回の「麻酔器搭載型電子気化器の開発」の

ほか、アコマ医科工業は「ハイフローセラピー

用機器の開発」で第 7 回医療機器産業参入促進

助成事業にも採択されている。ハイフローセラ

ピーは高流量の酸素濃度を活用した酸素療法の

ひとつで、2016 年に保険収載されたことにより

急速に広まりつつある。ここに着目し、海外製

品が先行する中、純国産での製品開発を目指す

こととなった。 

 

  いずれも、パートナーとなるものづくり企業

は、須賀さん自身のツテを辿り見つけてきた。

先にも述べた「この価格でこの数量でこの品質

で実現可能でしょうか？」という要望に、これ

らの企業は応えるすべを持っていたという。 

  

 アコマ医科工業が医工連携で取り組む製品開

発は、海外製品を同等のスペックで純国産化し

販売価格と迅速な技術的サポートの提供で付加

価値をつけ、優位に立つという戦略に基づく。

ここには「製品が普及すれば、ものづくり企業

の地元の財政基盤に非力ながら貢献することに

もつながる」という須賀さんの考えもある。ま

た、今後、人口が減少する日本の状況から「国

内市場を狙って国産製品を開発する時代ではな

い。海外展開できる日本製品を日本国内でも普

及させる視点がないと、これからの医療機器開

発は厳しい」と強調する。 

 

海外製品から国産に置き換えるメリットは大きい 

 

 創業当初のアコマ医科工業は海外から手術用

ハサミやメスなどの鋼製小物を輸入販売する商

社だった。やがて他の産業と同じように国産化

の流れに乗り、自社製品の開発に取り組み、麻

酔機器メーカーとして 40 年以上の歴史を築いた。 

 

 現在でもアナログでレトロなデザインの麻酔

機器が多くの病院で使われており、アコマ医科

工業が取り扱う気化器が約 30 年、ほぼ同じモデ

ルを踏襲してきた。アナログの機械式は長く安

全に使用できるメリットがあるが、高度な医療

には対応しにくい。この状況に対し、須賀さん

は「裏を返せば、技術開発に遅れをとっている

原因にもなっているのではないか」という複雑

な思いを抱く。 

 

 輸入超過になっている医療機器の分野では数

少ない国産品を開発するアコマ医科工業。冒頭

で触れた麻酔器と呼吸器を合体させた「アネス

ピレータ」を独自に開発したように、これから

も治療器というリスクを伴う医療機器の開発で、

「医療機器の純国産化」と「海外展開を見据え

た国産品を国内向けに応用」に力を注ぐ。 

（取材日 2019 年 8 月 30 日）
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